































































昭和 8年の新年号の巻頭文には前年 11 月の全國小学校校長会議での鳩山一郎文部大臣の訓
示が掲載される









































校教員 36,000名を集め皇居前の広場で開催された。滋賀県からも校長 43名、男子教員 125名、
女子教員 54名、合計各校一人ずつの 222名が参加している大会は次のような決議を採択して

































































を与えたと考えられる。滋賀県の郷土教育は、1930 (昭和 5) 年 2 月に県知事が男女両師範学
校長及び小学校長に対して、郷土調査に着手する計画を諮問したことから始まる。同年 8月に
は「県下七ヵ所において開催され、延べ参加者人数 3,094 人 (うち小学校教員 2,957 人は複数





























藤咄堂の『近江教育』での論考 (史料 1) に基づく教育が推し進められていく。
1933 (昭和 8) 年 7 月 7 日、8日の二日間従来の例を破って地方の島小学校を会場として第
44回初等教育研究会が開催された。そのときのようすを『近江教育』は次のように報じてい
る。
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『土の教育学・村の新建設』(7) にある「國策にそふ養兎經營實踐」に見ることができる。














1940 年 (昭和 15 年) 9 月号の『近江教育』の「皇民錬成・大東亜教育を目指す本校國史教
育」(北里小・富田清淳) は、1934 年 (昭和 9 年) から掲載されてきた国史教育の見方と展開
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じる。『近江教育』に掲載された教員自らの執筆による文章も昭和 16 年 8論文、昭和 17 年 15
論文、昭和 18年 11 論文 (資料として残る『近江教育』は昭和 18年 8月号まで) と急激に増
加している。後に述べるように現場の教員に「求められる教員像」を自ら描かせるような編集
の意図が読み取れる。























































中に「現下の國状にピッタリ合った教育に改めることが急務である」(1 月号 1頁) という呼
びかけが読者である教員に向けてなされた。続いて『近江教育』には次のような表題の記事が
掲載される。
○譽れの遺族として (昭和 18年 1月号)
○時局の重大性に鑑み教育者は將に何を爲すべきか (昭和 18年 3月号)
○時局と女教師 (昭和 18年 4月号)
3 月号には「前線と銃後を結ぶ教育」居川縈一(神崎旭校) が掲載され一段と戦争を意識し
た内容が組まれる。
【史料 19】「前線と銃後を結ぶ教育」1943 年 3 月号
大東亞戦争は御稜威の下に、皇軍の戦果は燦として輝き太平洋及東亞に於て數世紀に亘
つて横暴を極めた英米の舊勢力は今や崩壊の一路を辿りつゝある。(中略) 由來國民學校













































































































と』(9) によると、小山は 1917 年 (大正 8年) 師範学校を卒業し、西押立小学校 (現在は東近
江市湖東第二小学校) の訓導を最初に勤めている。国内では 1930 年に満州への侵略に反対し
た新興教育研究所が脇田秀彦らによって創設される。小山はその機関誌『新興教育』の読者で
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〔注〕
( 1 ) 木全清博『滋賀の学校史』(文理閣、2004 年)
( 2 ) 伝田功『滋賀の百年』(山川出版社、1984 年)
( 3 ) 全教滋賀教職員組合編『滋賀の教育運動史』(同編集委員会、1998年)
( 4 ) 木全清博『滋賀の教育史』(文理閣、2015 年)
( 5 ) 近藤一・宮城道良『最前線兵士の見た「中国戦線・沖縄戦の実相」』(学習の友社、2011 年)
( 6 ) 竹村國三郎『北辺の墓標・第四次小波義勇隊開拓団の記録』(「北辺の墓標」刊行会、1971 年)
( 7 ) 矢島正信・栗下喜久治郎『土の教育學・村の新建設』(明治図書、1939 年)
( 8 ) 小波拓友会『曠野の青春』(同会、2000 年)
( 9 ) 滋賀民報社『礎をきずいた人々』(同社、1987 年)
(10) 土屋基規『近代教育労働運動史研究』(労働旬報社、1995 年)
(11) 森谷清によると、脇田の 3年間の教育実践は「小学校教育の実情に関する二・三の覚書 ――教育左
翼化の考察のために」という手記として当局側の手で残されている。森谷清『教師の友』(桐書房、
1988年、「プロレタリア教育の教育内容とその方法」)




2018年 9月 27 日受理
戦争を支えた滋賀の教育 (田中 哲)
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